
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」

○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

保護者、地域の皆様におかれましては、希望に満

ちた新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。

冬休み中、大きな事故やケガ等もなく、第３学期

を全員元気にスタートすることができ、嬉しく思い

ました。ただし、新型コロナウィルスやインフルエ

ンザ等の心配が続いておりますので、今学期も学校

全体で予防に対する緊張感を継続させていきたいと

考えております。

さて、第３学期は５１日間で、１年で最も短い学

期ですが、学習・生活等、学年のまとめをしながら、

進級・進学に向けた心構えをもつ大切な学期となります。子どもたちには始業式で、「夢や目標を

もつだけでなく、それに向かって努力することが大切」ということを伝えました。

子どもたちのひとみがこれまで以上にキラキラと輝くよう、教職員一同尽力していきたいと思

います。今年もどうぞよろしくお願いいたします。

大谷選手からのグローブが届きました

大谷選手が全国の小学校に寄贈してく

ださったグローブが二小にも届き、１２

日（金）に紹介する機会をつくりました。

各地で既に届いたとの報道があったの

で、子どもたちもとても興味深く思って

いたようです。この日は、なわとびタイ

ムの後に大谷選手のメッセージとともに

グローブを紹介した後、野球やソフトボ

ールのチームに所属している４人の児童

が代表でキャッチボールをして使い初め

としました。

大切にするからといって校務センターにしまっておいては大谷選手の思いに反してしまいます

ので、どんどん使って楽しめるようにしていきます。
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支援員古川先生ごあいさつ

令和６年１月より、支援員としてお勤めいただくこととなりました古川

先生をご紹介します。

磐梯町のふれあいセンタープールやこども館・保育所でお勤めされてい

た経験をおもちです（子どもたちも何人かはお会いしたことがあったよう

です）。温厚なお人柄で、これから二小の子どもたちを温かく支えてくださ

るに違いありません。どうぞよろしくお願いいたします。

〈古川先生からのごあいさつです〉

だんごさし

１１日（木）に、１・２年生が「だんごさし」を行いました。

身支度を整えて家庭科室に集まり、まずは、粉に水を入れながらこね、赤、青、黄、緑の４色

の団子を完成させました。そして、願いを込めな

がらミズキにさしました。

地域に受け継がれてきた季節の行事を行うこと

で、昔の人の思いや願いを想像し、またこれから

も大切にしていこうという気持ちが育まれていく

ものです。

色とりどりの団子できれいに飾ることができ、

子どもたちはとても嬉しそうでした。

なお、ミズキの木は上西連の田部様にご提供い

ただきました。心より感謝申し上げます。

３学期のめあて

子どもからの動き出し「～たい」を大切にしている二小において、なりたい自分の姿を思いえ

がく過程は特に力を入れていきたいと考えています。そのために、第３学期が始まり、どの学年

でも時間をとって各自のめあてを立てました。そして、１５日（月）の全校集会は、各学年代表

によるめあての発表を行いました。

学年の代表になると、どのお子さんもしっかり練習を

してきてすばらしい内容・態度で発表できており、感心

しています。この日も、「漢字を得意にしたいです。そ

のために、自主学習で～」のように、どんな努力をする

かまで考えて発表できていることなど、６人それぞれに

称賛したいことがたくさんありました。聞き手となった

子どもたちも、自分のめあてと比べながら真剣な表情で

聞くことができていました。

新しい年を迎えて、またみんなでがんばろうという気持ちになるすばらしい時間となりました。

３学期より支援員として勤務することになりました。

ふれあいセンターでは皆様に大変お世話になりました。

子どもたちが楽しく安心して学校生活を送れるようサポートしてまいりますので、今後とも

どうぞよろしくお願いいたします。


